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 冠・橋義歯の分野における レジン前装冠は, 補綴物と しての臨床的要件の中で最も重要な審美
 性を満足しうる補綴方法であり, 前歯部・小臼歯部は勿論, 大臼歯部における使嗣頻度も多く,
 その臨床的価 値が高い。
 レジγ前装冠は, 前装部レジンの色調に, より自然感をあたえるため, 保持装置のある金属フ
 レームの上にオペークレジ ンを盛り, その上に歯冠色 レジンを盛ることにより 金属色を遮断 し,
 審美 的効果をあげてい る。
 また, オペークレジンの前装冠に対する効果は, 単に色調の点のみではなく, 口腔内にできる
 だけ永く維持することが重要で, これを満足させるためには, 金属フレームと前装部レジンの保
 持力を左右するオペーク レジ ンの物理的性質を検討することが最も重要な要件となる。
 しか し, この問題についての検討はほとんどなされていないのが現状であ る。
 そこで著者はこの観点から, オペークレジンの物理的性質を知ることが 重要であると考え, ま
 ず基礎実験として, 吸水量・硬さ・熱膨張率・崩壊量の測定・フィラー の含有量と 成分分析・な
 らびに曲げ試験を行った。 この際 オペークレジγと深く関わりのある歯冠色レジンについても
 同様の実験を行っ た。
 さらに, 臨床的観点より重要である保持力を調べるため, リテソショ ンビーズを保持装置とし
 た鋳造体にオペークレジンを盛り, さらに歯冠色レジγを盛り上げ, この試験片を, 乾燥・吸水
 豊熱サイ クル等の処置を行っ た後垂直方向に引張り試験を行っ た。
 その結果
 オペ←クレジンの物理的性質と保持力の間には相関があり, とくに 破断強さと伸びの 大きいオ
 ペーク レジンでは保持力も大きくなる。 また, 歯冠色 レジンについても同様な成績が得 られた。
 レジγとのカップリ γグ効果がないと思われる フィラー を多量に含み, モノマーに親水性の基
 をもつオペークレジンでは, 乾燥時ヤング率が極端に大きいが, 吸水・熱サイクル後大きく低下
 し, 破断強さも著しく低くなる。 また, 同様に保持力も吸水後大きく低下し, 最も低い値になっ
 た。
 フィラーの含有量が多く, ガラス転移点の低いオペーク レジンは, 熱サイクル後自然剥離して
 保持力試験が不能であっ た。
 疎水性の分子構造をもち, フィラーにカップジ ング 効果があるものを使った オペーク レジンで
 は, フィラーが多量に入っても, 吸水・熱サイクル後に大きな保持力を示 した。
 フィラーが少なくて MMA 系レジンを含腐するオペーク レジンでは, 伸び率・破噺強さが大き
 く, これに対応 して, 吸水・熱サイクル後も大きな保持力を示 した。
 一35一
審査結果要旨
 レジンを前装 したクラウ ンやブリッジの補綴方法は, 一般の臨床に広く用い られている。 しか
 し, 前装レジンの特長を生か し, 臨床的意義を 満足させることができるような 補綴方法にするた
 めには, 理工学的にも, また, 補綴学的にも検討しなければな らない問題が多い。
 ことに, 前装用 レジンと裏装金属との界面部に用いられ, 前装レジンの色調と保持力に最も重
 要な役割をもつオペークレジンについての検討はほとんどなされていない。 また, 前襲用レジン
 とオペーク レジ ンの関連についても見るべき業績はない。
 本論丈は上記のような観点にたって, 前装用歯冠色レジン9 種類と, オペークレジン7種類の
 物理的性質を知るための基礎実験として, 吸水量, 硬さ, 熱膨張率, 崩壊量の測定, フィラーの
 含有量と成分分析, さらに曲げ試験を行っている。 また, 騙床に近い立場からの検討と して, レ
 ジンの維持装置のついた鋳造体にオペーク レジ ンを盛り, さ らに歯冠色 レジンを 盛っ た試験片を
 作り, 乾燥, 吸水, 熱サイクル等の処置を行った後, 垂直方向に引張り試験を行うなど, 晦床応
 用の立場か ら研究を進め, 次の結論を得ている。
 O 歯冠色レジンの物理的性質と保持力の間には相関があり, 破噺強さと神びの 大きいものは
  保持力も大きくなる傾向があっ た。
 O オペークレジンには約6～60wt%のフィラーが含まれており, その成分は主に A1, Ti, s圭
  の化合物である。 また, フィラーの含有量の多いオペークレジンは熱膨張率が小さく, パー
  コ レー ショ ンも 少なかっ た。
 ○ フィラーの含有量が多くモノマーに親水性の基をもつオペークレジンは, 乾燥時ヤング率
  が極端に大きいが, 吸水, 熱サイクル後大きく低下し破断強さも著しく低くなる。 また, 同
  様に保持力も吸水後大きく低下 して最も低い値になつ た。
 0 フィラーの含有量が多くガラス 転移点の低い オペークレジンは, 熱サイクル後目然剥離し
  て保持力試験が不可能であっ た。
 O 疎水性の分子構造をもち フィラーにカップリ ング 効果があるものを使った オペーク レジン
  は, フィラーが多量に入っても, 吸水, 熱サイクル後に大きな保持力を示した。
 O フィラーの少ない MMA 系レジンを含有するオペークレジンは, 伸び率, 破断強さも大き
  く, これに対応して吸水, 熱サイクル後も大きな保持力を示した。
 以上の結果は, 前装用歯冠色レジンと オペークレジンを臨床に応用する際問題となる物理的性
 質と保持力について詳細に検討されたものである。 従って, これらの研究の成果は, 前装用レジ
 ンを応用 した クラウン・ ブリッジ の臨床的緬値をさ らに向上させる点で役立つだけでなく, 今後
 前装 レジンやオペークレジンの研究を進める上で参考になる点が多い。 従って, 本論文は学位授
 与に値するものと認める。
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